
 

 

 

高根沢町新庁舎整備基本計画について 

（最終答申） 

 

 

 

令和６年２月 
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高根沢町新庁舎整備検討委員会において、新庁舎整備について審議した結果は次の

とおりとなりましたので、町におかれましては各項目を検討の上、高根沢町新庁舎整

備基本計画を策定いただきますようお願いいたします。 

 

１ 新庁舎の機能等                 

 ア 利便性                         

 現在分散して配置されている上下水道課、学校教育課、こどもみらい課、生

涯学習課の集約化 

 利用者の多い部署の低層階への配置 

 個人のプライバシーや車いす利用者等に配慮し、ロー・ハイカウンターが

適切に設置されている、ゆとりある広さの窓口 

 利便性の高い窓口サービスが提供可能となるような情報通信技術等の活用 

 ユニバーサルデザインによる多様な来庁者が利用しやすい構造、設備、案内

表示 

 将来的な町民ニーズ、行政サービス、組織構造等の変化に対応可能とする汎

用性のある構造・諸室・什器等 



 イ 安全管理                         

 個人・行政情報の保護を可能とするための職員と来庁者の立ち入り区域の分

離 

 職員と来庁者の安全を確保するために必要となる設備（防犯カメラ・入退室

管理システムなど）の設置 

 ウ 執務室・福利厚生                     

 行政事務を執行するために効率的で使い勝手の良いレイアウト・機能 

 エ 災害対策                         

 災害時も庁舎機能が継続可能となるための耐震安全性の確保 

 災害対策本部となる諸室の浸水影響が無い場所への設置 

 消防団本部として機能するスペースの確保 

 浸水の恐れがある箇所に設置されている機械・電気設備への浸水対策 

 外部からの電力供給が無い状態でも３日以上行政機能が継続可能となる設備 

 

 



 オ 環境対策                            

 太陽光発電や地熱発電・雨水利用などの再生可能エネルギーの活用 

 断熱性・気密性に優れた建材の使用 

 省エネルギー・高効率・高耐久性の設備 

 電気自動車用充電設備の設置 

 カ その他                          

 周辺環境と調和したデザイン 

  



２ 新庁舎の構造等                 

 ア 施設規模                            

 「農村環境改善センター」「保健センター」「福祉センター」の新庁舎への集約

又は複合 

 集約・複合する施設を踏まえた適切な施設規模の設定 

 イ 配置                           

 利用者の動線や利便性に配慮された適切な施設配置 

 ウ 構造                           

 必要十分な耐震・耐火性能が確保可能で低コストとなる構造 

 

３ その他（付帯意見）              

事業費については近年の建設工事価格の上昇傾向も注視しながら、引き続き設計業

務の中でも適正な事業費を精査すること。 


